ひまわりパーク六本松は、簡易作業とアート作業の両方にバランスよく取り組んでいます。簡易作業では、利用者全員が昨年よりもスキルアップができるように、職員が利用者と一人ひとりに向き合って支援を行いました。最初は、なかなかスピードも上がらず納期までに間に合うのか不安もありましたが、職員の根気のある支援により次第に質もスピードも上がり納期までに余裕をもって終える事ができました。利用者自身もスキルアップできたことで、自信と達成感が得られたように思います。また、作業の柱となるアートでは、福岡市植物園芝生広場に建設中のボタニカルライフスクエアの工事現場を、アートパネルで囲う「一人一花ボタニカリアート」イベントに参加しました。利用者があらかじめ福岡市をイメージして下描きした幅10メートルの巨大キャンバスに、イベントの当日に集った子供たちと一緒に花を描きいれて完成させる内容でした。大きな絵を描きたいと予想を上回る地元の子供たちの参加応募がありました。スタートすると子供たちは目を輝かせ、花だけでなく、空には鳥、海には魚、山には桜や果物を描きました。途切れることのない集中力でイメージはどんどん膨らみ賑やかで元気溢れる世界がぐんぐん広がっていきました。そうして１時間半後におもてなしと豊かな心が育まれる街「フラワーシティ福岡」が完成しました。参加した利用者も子供達の純粋な心とイキイキしたパワーに大いに触発され絵を描く喜びを再認識する素晴らしい経験になりました。さて、季節は秋に移り変わり、ひまわりパーク六本松のアートグッズの中でも、利用者の魅力をより伝える事のできる２０２３年カレンダーが完成しました。卓上カレンダーは、来年の干支「ウサギ」をテーマに、利用者が個性豊かな「ウサギの世界」を描きました。遊園地や水族館で遊ぶウサギたちは、みんな笑顔で幸せに満ち溢れており、毎月楽しく明るい気持ちになること間違いありません。そして、事業所の目玉商品となる壁掛けカレンダーは「秘密の花園」がテーマです。両親の愛情に恵まれなかった少女が、引き取られた叔父の屋敷にある閉ざされた庭を２人の少年と共によみがえらせる感動的な物語です。10月25日から11月13日に開催した福岡市植物園でのダンボールアート展も同じく「秘密の花園」をテーマにしました。事業所内では、ダンボールの花や動物であふれ大わらわに制作を進めました。アート展開催中、利用者は４日間に分かれて作品を観に行きました。巨大キャンパスとダンボールアート展を鑑賞した後は、コスモスや秋のバラが咲き乱れる園内を散歩したりスケッチをしたりして思い思いに満喫しました。植物園までバスでわずか５分の桜坂に移転して１年が過ぎました。地域の方とのあたたかい交流が少しずつ始まっています。来年も地域の皆様と繋がり、利用者、職員共々みんなで明るい事業所作りに取り組んでいきたいと思います。応援よろしくお願いいたします。
